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 考        
JLPT

       照枠CEFR

聞 た  読んだ したほぼ全て   を容易に     とがで   自
然に 流ちょ  つ正確に自己表現がで  非常に複雑な状況で 細  意
味 違  区別を表現で   

C2
N1-N3 ろ ろな種類   な内容  な 長 テクストを     とがで  

含意を把握で   言葉を探して  と  印象を与えずに 流ちょ に 
また自然に自己表現がで   社会   問   業上 目 に じた 柔
軟な し  効果 な言葉遣 がで   

C1

自分   分野    な議論 含 て 具体 な話題で 抽象 な話題で
 複雑なテクスト 主要な内容を  で    互 に緊張しな で 達し
た  語話 とや 取 がで     流ちょ  つ自然であ  

B2
 事  校 娯楽でふだん 合   な 近な話題につ て 共通語に  
話し方であれば 主要点を  で    近で個人 に 関心 あ 話題に
つ て   な方法で結び付け れた 脈絡 あ テクストを作  とがで
   

B1

N4ご 基  な個人情報や家族情報 買 物 近所  事など 直接 関係が
あ 領域に関     使われ  や表現が  で   簡 で 常 な範
囲な   近で 常 事柄につ て 情報交換に じ  とがで   

A2
N5具体 な欲求を満足さ  た     使われ  常 表現と基  な言 

回しは  し     と で    し 相手がゆ    は   と話
して  け船を して れ な 簡 なや 取 を   とがで   

A1

    福福祉祉士士をを目目指指すす事事前前      革革新新
責任 裁量 ２              知識QF ベ 

レ ル 

  プラ 作 介護    員レ ル 

C2（CEFR)レ ル 

教育指導
   連携

C1 CEFR)養 課 修了
実務 研修修了

レ ル 

 域包括  
  ダ    

B2 CEFR)
JLPT 1

        
  ベ 

            
    段位制 

レ ル 

指示がな て 自
己判断  

B1（CEFR)
JLPT 2

基 介護  
タ ミナル  

実務 研修レ ル 

指示を受けて業務
を遂行  

A2（CEFR)
JLPT & 

基  体介護  レ ル２

  版BESCLO
  準備    
  

A1 CEFR)
 常 表現  
  JLPT 5&4

 礎      
  使うこ   
  

掃  衛  ベ 
ドメ   車椅子
   換気   

       礎
知識 分  
初任 研修

 ベ １

初     
希望  多く
 初心 

 部    
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専門 校  方法 改善
• 年制→（大 教育へ 編入） 位制（改正 校教育法2026年
施行）修業年限×31 位以上→（ カレ ト教育へ 連結）マ
 クロクレデ   ルとオ プ バッ （デ タルバッ ）制
（  多様で柔軟な  機会 確保と蓄積効果）2024年発足

•数時間  数週間と  短期間でス ルを  で  設計
•オ ラ    で  プログラムが提供
• SNSや履歴書に具体 なス ルを可視 して掲載可能
•従業員に対して必要なス ルを効率 に  して   手段
• 1 位当た 授業料（exサ バ 大 2万2000円 籍管 料 ス
テム  料）

 

   ィネ   小林 英 

３．     計 
   ミ        
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文部科学省委託専修学校の国際化推進事業_外国人留学生の戦略的受入れ、円滑な就職及び定着に向けた体制整備
タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業 20250206_成果報告会

２- ）事業内容：2024年  取 組み

 果 告対象期 2024.9.27 ~ 2025.2.1

（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

42名/40名
合格 31名

31名/40名
辞退 18名

受け入れ枠
18名分
東京 3名
福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
東京 3名/福岡 4名

*マッチ グ後
辞退 5名

     ミャンマー
     /                                     

 ミ     現           より 16名    予     
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タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業 20250206_成果報告会

２- ）事業内容：2024年  取 組み
（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

42名/40名

  31名

31名/40名
辞退 18名

受け入れ枠
18名分

東京 3名福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
(東京 3名/福岡 4名)

*マッチ グ後
辞退 5名

   属性
女性 20名 男性 8名 LGBTQ 3名
20代 16名 30代 15名
 卒 1名    校卒 10名 大卒 10名
*看護師 看護 手 エ  ニ  ホテル 情報 農業

第3  第2  第1  

2312東京都

2135福岡市

7120北九州市

865北海道

  エ  
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文部科学省委託専修学校の国際化推進事業_外国人留学生の戦略的受入れ、円滑な就職及び定着に向けた体制整備
タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業 20250206_成果報告会

２- ）事業内容：2024年  取 組み
（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

42名/40名
合格 31名

31名/40名
辞退 18名

受け入れ枠
18名分

東京 3名福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
東京 3名/福岡 4名

*マッチ グ後辞退 5名

▼概要
  集期間 2024年9月 み
  集方法 SNS 紹介等に   集
 説明会参加 （32名/42名）

9/29 23名 → 10月 1     語教育開始
10/6 8名 → 10月11     語教育開始

▼問題
   要件  明示不足
   期  短い
 希望 へ   提供不足
           額  
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東京 3名福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
東京 3名/福岡 4名

*マッチ グ後辞退 5名

▼概要
 当面 目標 11月中旬までに150時間   
   方法 オ ラ  （  ルタ ム）に  実施

* 事等に   席で な  合は 録画視聴
 連絡 グル プLINEで 連絡

▼問題
 辞退   
∟短期             
∟モ ベ  ョ へ 影響
∟  内容 不透明さ よ 不安
*運営側 現状把握
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２- ）事業内容：2024年  取 組み
（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

42名/40名
合格 31名

31名/40名
辞退 18名

受け入れ枠
18名分

東京 3名福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
東京 3名/福岡 4名

*マッチ グ後辞退 5名

▼概要
 期間 2024年9月末-10月末
 目標 タ 現地で教育を受けて  人数分 確保
 対象 東京都大田区 1法人（ 3名）

福岡県福岡市 4法人（12名）
福岡県北九州市 1法人（ 3名）

▼問題
    制  *  計/説明不足
   現   躍  こ へ 懸念

* 例不足 よ 不安
    制  計 難易 
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 説明会参加 （32名/42名）

9/29 23名 → 10月 1     語教育開始
10/6 8名 → 10月11     語教育開始

▼問題
   要件  明示不足
   期  短い
 希望 へ   提供不足
           額  
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２- ）事業内容：2024年  取 組み
（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

42名/40名
合格 31名

31名/40名
辞退 18名

受け入れ枠
18名分

東京 3名福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
東京 3名/福岡 4名

*マッチ グ後辞退 5名

▼概要
 当面 目標 11月中旬までに150時間   
   方法 オ ラ  （  ルタ ム）に  実施

* 事等に   席で な  合は 録画視聴
 連絡 グル プLINEで 連絡

▼問題
 辞退   
∟短期             
∟モ ベ  ョ へ 影響
∟  内容 不透明さ よ 不安
*運営側 現状把握
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２- ）事業内容：2024年  取 組み
（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

42名/40名
合格 31名

31名/40名
辞退 18名

受け入れ枠
18名分

東京 3名福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
東京 3名/福岡 4名

*マッチ グ後辞退 5名

▼概要
 期間 2024年9月末-10月末
 目標 タ 現地で教育を受けて  人数分 確保
 対象 東京都大田区 1法人（ 3名）

福岡県福岡市 4法人（12名）
福岡県北九州市 1法人（ 3名）

▼問題
    制  *  計/説明不足
   現   躍  こ へ 懸念

* 例不足 よ 不安
    制  計 難易 
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２- ）事業内容：2024年  取 組み
（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

42名/40名
合格 31名

31名/40名
辞退 18名

受け入れ枠
18名分

東京 3名福岡15名

採 /面接
東京 3名/14名
福岡 10名/13名

契約 7名/13名
(東京 3名/福岡 4名)

*マッチ グ後
辞退 5名

▼概要
 契約 貸与型 奨 金とし 就 後 給与  返 
 マッチ グ後 辞退

音信不通 3名
  要 を満たさな 2名*
*  時間  去 国命令に  退去

▼問題
      後辞退
∟現          
∟    不足   要件 
∟短期             
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２- ）事業内容：2025年 に けた課題

現    系 な   制 構築
   語教育×介護教育（現地  語 校 大 等と 連携）
 現地教育-  語 校-   校-施設で 教育 体系 

  ～     
 求  人材要  明確 
  集 範囲拡大
   語教育開始時等 
対面で 対話 機会創 

         
 タ 人 ミ  マ 人へ   
→勉強会 事例共有
 奨 金プログラム 明確 
 対象自治体 範囲拡大

     
 現地見 /マッチ グ会を開催
      に対  情報提供
 現地  語 校と 連携に  
個々   情報 共有
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タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業 20250206_成果報告会

２- ）事業内容：2025年 に けた課題

  後 サポ   制 構築
 母国語に  フォロ （現地  語 校と 連携）
   語 校-   校-施設 体系 な教育サポ ト体制 構築
     モチ     維   上へ 取 組み（交流会など）

  ～     
 求  人材要  明確 
  集 範囲拡大
   語教育開始時等 
対面で 対話 機会創 
 事業担当   説明

         
 タ 人 ミ  マ 人へ   
→勉強会 事例共有
 奨 金プログラム 明確 
 対象自治体 範囲拡大

     
 現地見 /マッチ グ会を開催
      に対  情報提供
→施設 エ  等
 現地  語 校と 連携に  
個々   情報 共有

①求め   要件 明 化

②   ミ     へ  解
 勉強     

③現          
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02 今        計 

① 求め   要件 明 化
→6月            行い 
         
申込 同  
求  案内     また 貸付制  概
要    いただく。

 

 

02 今        計 

②    ミ     へ  解
 勉強     

→７月３  セミナ      ！
そこ       ミ       た  
            可 性  い 由
など つい    登壇  交え講演いただ
く。

 

02 今        計 

（タ ）
 集

（タ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（タ ⇔  ）
マッチ グ

（タ ⇔  ）
契約

 員
20名  25名
辞退を想 し

40名  

受け入れ枠
18名分
東京 3名
福岡15名

 れ  増え 

     

25名

（ミ  マ ）
 集

（ミ  マ ）
  語教育

（  ）
介護事業所 病院

（ミ  マ ⇔  ）
マッチ グ

（ミ  マ ⇔  ）
契約

 員
25名  30名
辞退を想 し

50名  

受け入れ枠
50名分以上
東京 大阪
福岡近郊

     

25名

6月  月～  月～  月～
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 ．   調査計画

   調査計画

 校法人共栄 園
共栄大 国際 営 部 教授
太原 靖一郎

 

文部科学省委託専修学校の国際化推進事業_外国人留学生の戦略的受入れ、円滑な就職及
び定着に向けた体制整備

タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業

留学生調査計画：調査目的

本プロジェクトでは、タイ、ミャンマー等から日本に留学し、長期間

日本での滞在が  となる。日本語学校や専門学校での学習時、介護施

設での就業時など、環境が異なる中で日本での滞在を効果的に継続する

ために、プロジェクトとからの離脱等、継続の妨 となる障害の有無を

探り、長期滞在に向け、  な施策を検討するための 料とすることで

ある。

 

 

文部科学省委託専修学校の国際化推進事業_外国人留学生の戦略的受入れ、円滑な就職及
び定着に向けた体制整備

タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業

留学生調査計画：調査対象

母国
  語 校   語 校 介護   校 介護施設

毎年
 0 4年   ●
 0 5年   ●
 0 6年   
 0 7年   
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文部科学省委託専修学校の国際化推進事業_外国人留学生の戦略的受入れ、円滑な就職及
び定着に向けた体制整備

タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業

留学生調査計画：2025年：調査計画

Ⅰ．日本で日本語を学 でいるタイ人へのインタビュー、アンケート

・2024年度プログラム参加者：タイ人7名

Ⅱ．日本に留学を希望する参加者へのインタビュー、アンケート

・マッチング会への参加者

・プログラム参加者で母国で日本語学習者

Ⅲ．関係者へのインタビュー、アンケート

・日本語学校 師、介護施設職員等

（取 組み サポ ト方法  常   様子等）

 

文部科学省委託専修学校の国際化推進事業_外国人留学生の戦略的受入れ、円滑な就職及
び定着に向けた体制整備

タイ介護留学生確保のための職業教育連携構築事業

留学生調査報告：インタビュー調査（速報）

Ⅰ．日本で日本語を学 でいるタイ人へのインタビュー

調査日時：2025年5月19、20日

調査場所：日本語学校施設（東京、九州）

調査対象：7名

【インタビュー結果】

・各学校の支援が手厚く学生は困ってる人 は少ない

・日本人との関 りが少ない

→施設で働く人や日本語を学ぶ外国人同士の交流はある（寮では交流がない）

・日本に来る から情報があると良い（施設、アルバイト内容、仕事内容など）

・日本の情報を得る機会が少ない（TV無し、net活 がメイン）

 

5.タイ渡航計画

 校法人敬心 園
 業教育研究開発セ タ 
事務局 沢田 秀樹
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 業教育研究開発セ タ 
事務局 沢田 秀樹
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48

①【調査】タマサート大学・チェンマイ・パタヤ視察
時期：2026年1月頃

②【募集】企業説明会＆マッチング会
時期：2025年8月下旬

5.タイ渡航計画

 

50

●日程●
8/25（月）～8/29（金）5日間（おすすめ）
●内容●
企業説明会・マッチング会
●開催地●
タイ（バンコク）予定
●費用●
旅費のみ ※企業説明会出展費は不要

企業説明会＆マッチング会inタイ

  

51

●参加必須日程（予定）●
8/26（火）午後・夕方：打ち合わせ
8/27（水）企業説明会
8/28（木）マッチング会

マッチング会場が決まり次第、会場の場所や推奨ホテルなど
ご案内いたします。
まずは、興味がある、参加してみたいという方は仮申し込み
をお願いいたします。
●参加を前向きにご検討ください。
●企業・事業所へのお声掛けをよろしくお願いいたします。
●求人票・奨学金または貸付制度等の概要を提出をお願いいたします。
●仮申し込みされた方には、詳細・本申し込みのご案内をいたします。

推奨旅程
8/25（月）～8/29（金）5日間

仮申込受付スタート

企業説明会＆マッチング会inタイ

  

  

185 
 

その他共有事項

（2）タ  ミ  マ 勉強会

 時：7/3（木）15:00～16:30
 所：  福祉   校  校舎 172教室（7F）
開催  ：対面  びZOOM
申込方法：Googleフォ ム

    受付開始！
みなさま ご参加 待ちして  ま  

 申込みは ち 

  

その他共有事項

(3)Facebook立ち上げました
 事業  と   たち 様子をUPして ま 
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資資料料 1144  令令和和 77年年度度本本事事業業報報告告会会  

  

22002266年年 22月月 33日日 1155::0000--1166::0000  タタイイ側側対対日日介介護護留留学学推推進進委委員員会会及及びびタタイイ側側外外部部評評価価委委員員会会  
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資資料料 1155  国国際際交交流流基基金金ババンンココッックク事事務務所所ととのの協協議議  

 

時： 2026年 1月 30日 9：00－11：30  場所： 国際交流基金バンコク事務所 

対象者： 栗山政幸 所長、阿部かおり 日本語部長、辻修子 海外日本語教育調査員、森田衛 

日本語上級専門家、大黒恵美 日本語専門家、國井友里 専任講師 

面接員： 小川全夫 敬心学園職業教育研究開発センター センター長 

 

小川は、2026年 1 月 24 日－25 日、福岡市・福岡アジア高齢社会デザイン協議会とタイ国ラヨーン

県およびマプタプット市の介護人材育成等に関わる MOU 締結、および Prince Mahidol Award 

Conferenceのサイドイベントとして ASEAN Center for Active Aging and Innovationから招へいを受

けたので、この機会を活かして、国際交流基金バンコク事務所を訪問し、文科省委託の本事業に関

わる日本語教育と介護人材の送り出しについて聞き取りを行うこととした。 

 

まず、小川から本事業の背景と目的および取組み結果について報告した後、タイにおける介護人

材送り出しと日本語教育について、国際交流基金の各対象者から、資料に基づき、状況説明を受

けた。 

 

国際交流基金は、タイの人口規模が大きくなく、高齢化も進行しているので、日本に介護人材を送

り出す余裕はないとみている。しかし、一般的な傾向としては日本に行ってみたいという旅行先とし

ての人気は高い。また、日本で働きたいという人材がいることも確かなので、そういう人たちには、

できるだけタイで日本語能力を高めてから日本へ行けるような状況をつくりたちと考えている。出入

国在留管理庁の特定技能在留外国人数（2025年 6月末）によると、タイから 6212人の在留者がい

るが、その中で介護は 375人（６％）にとどまっている。外国人技能実習機構の 2024年度業務統計

ではタイの総数 8197人のうち介護は 164人（2％）とさらに少ない。 

 

タイ語は非漢字圏の言葉であり、タイ人にとって日本語の学習は難しい。日本語教育は 70 数大学

で実施されている。チュラロンコーン大学等の名門校では N1 や N2の 4 日本語能力試験を合格す

る人がいるが、通訳や大手企業への就職等を選び、介護を目指す人は少ない。名門校以外で、N3、

N4 程度の日本語能力を習得した学生が多い。こうした人の中には、せっかく日本語を学んだので、

その能力を活かして仕事に就けるという意味では、技能実習や特定技能を目指すという人はいるだ

ろう。 

 

タイの大学では、外国でのインターンシップを教育課程に組み込んでいるところが多くなっている。1

年未満の短期間のインターンシップで、来日し、ツーリズムや飲食関係の体験学習をするプログラ

ムが多い。これには、日本側でその費用を負担している。 
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特定技能制度の発足に伴って、国際交流基金日本語基礎テスト（JFT Basic）を作成し、このテスト

に向けての日本語教材の開発を進め、「IRODORI Japanese online Course」を開設して、後押しして

いる。この日本語教育はCan-Doの目標に沿って、日本の生活場面で必要となる日本語を教育して

いる。 

 

特定技能で求められている「介護の日本語」は、日本語教育の中で考えるとそれほど難しいもので

はない。特定技能は、短期間働きながら日本の経験ができるという意味では、タイの人々の気持ち

にあっているのかもしれない。介護福祉士資格を取得して日本に永住する希望を持っている人は多

くはないが、短期間住んでみたいという人は多いようである。 

 

タイの人々は、「介護」という職業は、なじみがなく、長期間お金を払って、留学して、難しい日本語

の国家試験を受けて、日本で就職したとしても、高い給与が得られることもないし、帰国してもそれ

を活かした仕事に就けるわけでもないと思っている。介護と看護の違い、介護の職業資格のランク

別職務能力と給与の違い、日本で取得した資格の国際的有効性、教育費、奨学金（貸与と返済・支

給）、生活費、所得などの情報、ほかの職業に比べた介護の労働条件の違いと「介護の日本語」の

必要性などの丁寧な説明などが全くタイの人々には届いていない。 

 

国際交流基金としても、日本語教員の支援と日本語学校と関係のある送り出し機関については、調

査をして情報を獲得している。その中で、今回特に資料に基づき紹介されたのは、以下の事例であ

る。 

 

 KNA Inter Kaigo and Japanese Language School（東北部ウドンターニー県 2024年 7月訪

問） 

校長先生は保健省で専門性の高い看護師として 18年の実務経験があり、介護実習の設備が充実

している。日本語教師は所属しておらず、他機関の教師がオンラインで教えている。 

 

 AIU Kaigo & Education（東北部ナコンラーチャシーマー県 2024年 1月訪問） 

AIU公式 Facebook：https://facebook.com/AIUeducationgroup 

日本語教師（タイ人 4 人：元技能実習生、日本人 1 名：元理学療法士）の他に、介護を教える対人

教師が在籍している。日本語教育を専門に学んだ日本語教師はいない。ブリナムにも学校があり、

そこの日本語教師が一時的に必要に応じて派遣されることもある。病院の 2 階に日本語学校があ

るため、日本語を勉強した後は、同病院でそのまま介護実習できるということで、実習生にとっては

良い環境がと整っている。 

 Gnas Nurse Aid & Language School (東北部ナコンラーチャシーマー県 2024年 1月訪問) 

介護分野で、留学ビザまたは特定技能ビザで送り出しを行っているほか、訪問介護の事業も行って

いる。日本語教師（タイ人 1 名、日本人ボランティア 2 名）の他に、インターンの大学生が日本語を
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教えている。留学ビザでの送り出しでは、千葉県の専門学校と連携している。 

 

 Udonthani Welder Manpower Ltd.(UTW) Career Training and Language School（東北部ウ

ボンラーチャターニー県、2022年 10月訪問） 

製造、建設、介護、農業党の分野で送り出しを行っており、技能実習生コース、高齢者介護コース

がある。2023 年 1 月に介護の専門学校が開校予定。しっかり日本語を定着させたいとの方針で、

元実習生の教師ではなく、ウボンラーチャターニー大学の日本語学科卒のタイ人日本語教師 4 名

が在籍している。介護分野の教師も日本の受入れ機関とのやり取りをする営業部長も、日本語の

堪能なタイ人であった。 

 

 Payap 大学（北部チェンマイ県 2023年 10月訪問） 

日本での介護の仕事に興味のあるパヤップ大学の学生向けに「介護の日本語」コースを設置し、送

り出しを行っている。ただし、聞き取り時は、講師が多忙のため「介護の日本語」が開校出ず、日本

語コースは民間日本語学校に委託しているとのことであった。日本語科を有する北部地域大学コン

ソーシアムが介護分野で連携する構想がある。 

2023年にはこの大学と Promjit Nursing School、奈良東病院で MOUを締結。 

https://www.payap.ac.th/home/?load=activities&lang=th&id=0000000262 

送出し機関の AIU とパヤップ大学で MOUを締結。 

パヤップ大学では、社会人の教育にも力を入れている。 

 

 日本の自治体が絡んだ介護人材育成プロジェクト 

福井県とカンチャナブリ県の MOUがある。国際交流基金バンコク事務所は 2022年 12月に訪問調

査を行っている。送り出し機関は、貧困問題に取り組んでいる財団である。 

目標は、福井県の介護人材不足とカンチャナブリ県の若者に働き口を提供することである。 

通常来日し就労するためには、送り出し機関・日本語学校に手数料約 20 万バーツを支払うことに

なるが、これを福井県が負担している。日本語教師は不足しているので、福井県からカンチャナブリ

県の公立高校に日本人の日本語教師 1名を派遣している。 

公立校のカリキュラムの中に、技能実習生育成のための日本語教育と介護教育を組み入れたユニ

ークな事業である。 

しかし技能実習生育成という観点から見ると効率が悪いといえる。なぜならば、通常 4－6か月で済

む教育が 3年かかり、全員が来日就労を希望するわけではないからである。通常授業であるため、

授業数が少なすぎてなかなか定着しないとみていた。 

しかし、最近のインターネット情報では実績が上がっているようである。 

実績： 第 1期生～第 8期生 61名（20施設・事業所）第 9期生 2026年 5月入国予定 10名 

受入れ要件： 3年間（第 1号技能実習＋第 2号技能実習） 

監理費（一人当たり：初期費用約 75万円・1か月 4万 1000円×3年間（監理費は為替相場や現地
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での教育費等の増減に応じて変動） 

月給は、日本人と同等以上で、最低手取り額は 12万 5000円以上 

住居（寮）および生活必需品の用意、Wi-Fi環境の整備 

監理団体： 社会福祉法人福井県社会福祉協議会（ふくい外国人介護職員支援センター） 

 

 

関連情報として 

2025 年 9 月 福井県はカンチャナブリ県と高齢者介護分野における支援・協力に関する合意書締

結 

https://www2.pref.fukui.lg.jp/press/forprt.php?cod=acL7f117250143107e 

2025 年 11 月 社会福祉法人福井県社会福祉協議会ふくい外国人介護職員支援センターはタイか

らの介護技能実習生の受け入れ施設募集（2026年秋入国） 

https://www.f-shakyo.or.jp/topics/archives/311 

2026 年 1 月 JICA の青年海外協力隊員（自治体連携：福井県）の事業で、日本語隊員１名がサイ

ヨークマニカン高校に派遣中。 

 

合わせて、これまで敬心学園の調査で得られた北海道東川町、九州柳商学園、湯河原町と野毛坂

グローカル、「コーセン」モデル、仙台市の取組みなどの情報交換を行った。また、専門職としての

介護福祉士の労働条件と使命についての理解、介護福祉士の国家資格取得の意義、奨学金制度

など介護を学ぶ留学生への特典、一気通貫型の特定技能との競合、「介護の日本語」を含む日本

語教育と介護教育のマイクロクレデンシャルの有効性、介護福祉士国家試験問題における質問の

日本語ルビを付した方法から英語を付す方法への効果、タイ国側での介護指導人材の育成需要、

ASEAN 職業資格参照枠組み上の介護の位置づけ課題等の論点を提起した。これらについては、

次年度の実施計画を立てる上での検討事項として、採択された場合の協力を依頼した。 

 

 

協議からわかったことは以下の点である。 

 介護の留学生確保のためには、日本語要件がかなり高い障壁になっていること。 

 日本語 N２以上の能力が得られた人は高い労働条件があるところ選ぶので、介護の労働

条件が合わないこと。 

 介護の専門職としての魅力を訴えるには、情報提供が不足していること。 

 日本語を学ぶ学生へのアプローチは、高校生や中学生にまで広がっていること。 

 日本での労働力不足を補うという発想だけでなく、共通課題なってきた人口高齢化に対

する共創的取り組みの人材養成という観点が必要なこと。 

 日本語教育機関と送り出し機関と介護事業所の連携だけでなく自治体を組み入れた連

携が始まっていること。 
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 国際的な介護専門職の資格枠組みについての整備が必要であること。 

 日本語の高等教育機関も、卒業生の職域開発には大きな関心を持っていること。 

 

 

学校法人敬心学園職業教育研究開発センター センター長 小川全夫 
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携が始まっていること。 
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 国際的な介護専門職の資格枠組みについての整備が必要であること。 

 日本語の高等教育機関も、卒業生の職域開発には大きな関心を持っていること。 

 

 

学校法人敬心学園職業教育研究開発センター センター長 小川全夫 
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資資料料 1166  介介護護留留学学生生定定着着ののたためめのの現現地地視視察察、、次次年年度度募募集集のの連連携携  

 

2月 2日（月）11:00～12:00 社会福祉法人千歳会視察 

2月 3日（火）14:00～15:00 社会福祉法人美幸会かさかけの里視察 

2月 5日（木）11:00～12:15 山口県厚政課へ表敬訪問 

         15:00～16:30 学校法人国際志学園 九州医療スポーツ専門学校視察 

2月 6日（金）10:00～11:00 福岡国際学院視察 

         13:00～14:45 寿泉会視察 

 

8 月のマッチング会参加企業の施設の視察、進学先の日本語学校、専門学校の授業見学や校舎

見学を行った。 

また、山口県庁を訪問し、次年度以降の協力について打ち合わせを行った。 
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社社会会福福祉祉法法人人  千千歳歳会会  訪訪問問報報告告 

住所： 〒263-0012 千葉県千葉市稲毛区萩台町 50-1 

訪問日時：2026年 2月 2日（月）11:00～12:00 

訪問者：小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

1. 外国人人材の受け入れ・育成の取り組み 

在在籍籍状状況況  

施設によって 3割が外国籍のスタッフとなっている。 

出身国としては、フィリピン 10名以上をはじめとして、 

インドネシア、ミャンマーなど 5か国以上となっている。 

育育成成のの取取りり組組みみ  

日本への永住希望も多いことから介護福祉士の試験への 

合格を目指し、実務者研修の受講から研修やアプリを活用 

した国家試験対策をなど実施している。 

2. 業務に関する取り組み 

一人ひとりの人生を豊かにするため、家庭に近い環境と 

なるようにご飯の提供などできるだけ自社へ移行している。 

その中で、できるだけ本来の業務へ集中できる環境づくりを行っている。 

3. 設備・ICT活用 

企業と連携して必要なものをできるだけはやく導入している。 

アプリの活用などで外国籍のかたが現場で困らないような ICTの活用を行っている。 

4. 福利厚生・職場環境 

C1グランプリなどを実施して介護現場を活気づけるような仕掛けを展開している。 

関東ではトップクラスの待遇となるような工夫も多くされている。 

5. まとめ 

多様性のある職場となっていることからはじめて日本に来る留学生や特定技能のかたも入りやす

い可能性は高い。 

実際、現場としては、まだ理解の浅い外国籍のスタッフが多いことから、スタッフのレベルアップをし

ないと業務過多となるおそれもあるため、今後、この課題にどのような対応をしていくかがポイントと

なる。 
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8 月のマッチング会参加企業の施設の視察、進学先の日本語学校、専門学校の授業見学や校舎
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社社会会福福祉祉法法人人  千千歳歳会会  訪訪問問報報告告 

住所： 〒263-0012 千葉県千葉市稲毛区萩台町 50-1 

訪問日時：2026年 2月 2日（月）11:00～12:00 

訪問者：小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

1. 外国人人材の受け入れ・育成の取り組み 

在在籍籍状状況況  

施設によって 3割が外国籍のスタッフとなっている。 

出身国としては、フィリピン 10名以上をはじめとして、 

インドネシア、ミャンマーなど 5か国以上となっている。 

育育成成のの取取りり組組みみ  

日本への永住希望も多いことから介護福祉士の試験への 

合格を目指し、実務者研修の受講から研修やアプリを活用 

した国家試験対策をなど実施している。 

2. 業務に関する取り組み 

一人ひとりの人生を豊かにするため、家庭に近い環境と 

なるようにご飯の提供などできるだけ自社へ移行している。 

その中で、できるだけ本来の業務へ集中できる環境づくりを行っている。 

3. 設備・ICT活用 

企業と連携して必要なものをできるだけはやく導入している。 

アプリの活用などで外国籍のかたが現場で困らないような ICTの活用を行っている。 

4. 福利厚生・職場環境 

C1グランプリなどを実施して介護現場を活気づけるような仕掛けを展開している。 

関東ではトップクラスの待遇となるような工夫も多くされている。 

5. まとめ 

多様性のある職場となっていることからはじめて日本に来る留学生や特定技能のかたも入りやす

い可能性は高い。 

実際、現場としては、まだ理解の浅い外国籍のスタッフが多いことから、スタッフのレベルアップをし

ないと業務過多となるおそれもあるため、今後、この課題にどのような対応をしていくかがポイントと

なる。 
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社社会会福福祉祉法法人人美美幸幸会会  かかささかかけけのの里里  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒379-2313 群馬県みどり市笠懸町鹿３０３３－１ かさかけの里 

訪問日時：2026年 2月 3日（火）14:00～15:00 

訪問者：小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

1. 外国人人材の受け入れ・育成の取り組み 

  在在籍籍状状況況  

・インドネシア人スタッフ：10名在籍 

・当日面会：5名 

・最長勤務者は 4年目で、日本人と同等レベルのレポート作成が可能な段階に到達している 

 教教育育・・ササポポーートト体体制制  

・来日後は座学から開始し、ペアでのオリエンテーションを実施 

・まずは利用者の名前を覚えることからスタート 

・作業は軽作業（お茶出し、水分介助など）から段階的に習得 

・LINEWORKSを活用し、議事録にフリガナを付ける、翻訳アプリを併用するなど、理解 

を支える工夫を実施 

・「分からないことをそのままにしない」姿勢を重視し、コミュニケーションの徹底を図っ 

ている 

住住居居環環境境  

・外国人スタッフの住居は施設の真裏に位置しており、通勤が非常に容易 

・生活面での不安を軽減し、勤務継続につながる環境づくりが行われている 

 

2. 業務に関する取り組み 

接接遇遇のの精精神神  

・ため口禁止、目線を合わせて対応するなど、基本姿勢を徹底 

・外国人スタッフにも同様の接遇教育を行い、利用者との信頼関係構築を重視 

 

3. 設備・ICT活用 

 IICCTT・・業業務務効効率率化化  

・全教室の状況を画面で確認可能 

・全職員が iPhone とインカムを所持し、連携を強化 

・LINEWORKSを活用した情報共有・教育支援 

介介護護負負担担軽軽減減のの工工夫夫  
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・浴室にファインバブルを導入し、重労働の軽減を図る 

・いやしロボット「LOVOT（ラボット）」を活用し、利用者の安心感向上に寄与 

・若手職員を中心に、腰への負担軽減のためリフト導入を検討中 

 

4. 福利厚生・職場環境 

ココミミュュニニケケーーシショョンン促促進進  

・「おごり自販機」を設置し、職員同士の交流を促進 

・外国人スタッフも含めた職場の一体感づくりに寄与 

 

5. まとめ 

かさかけの里では、外国人人材の育成において、ICT活用・段階的教育・生活支援を組み合わせた

実践的な取り組みが行われている。 

住居が施設のすぐ裏にあることも含め、働きやすい環境整備が進んでおり、今後受け入れるミャン

マー人材にとっても安心して働ける職場づくりが期待される。 
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社社会会福福祉祉法法人人美美幸幸会会  かかささかかけけのの里里  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒379-2313 群馬県みどり市笠懸町鹿３０３３－１ かさかけの里 

訪問日時：2026年 2月 3日（火）14:00～15:00 

訪問者：小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

1. 外国人人材の受け入れ・育成の取り組み 

  在在籍籍状状況況  

・インドネシア人スタッフ：10名在籍 

・当日面会：5名 

・最長勤務者は 4年目で、日本人と同等レベルのレポート作成が可能な段階に到達している 

 教教育育・・ササポポーートト体体制制  

・来日後は座学から開始し、ペアでのオリエンテーションを実施 

・まずは利用者の名前を覚えることからスタート 

・作業は軽作業（お茶出し、水分介助など）から段階的に習得 

・LINEWORKSを活用し、議事録にフリガナを付ける、翻訳アプリを併用するなど、理解 

を支える工夫を実施 

・「分からないことをそのままにしない」姿勢を重視し、コミュニケーションの徹底を図っ 

ている 

住住居居環環境境  

・外国人スタッフの住居は施設の真裏に位置しており、通勤が非常に容易 

・生活面での不安を軽減し、勤務継続につながる環境づくりが行われている 

 

2. 業務に関する取り組み 

接接遇遇のの精精神神  

・ため口禁止、目線を合わせて対応するなど、基本姿勢を徹底 

・外国人スタッフにも同様の接遇教育を行い、利用者との信頼関係構築を重視 

 

3. 設備・ICT活用 

 IICCTT・・業業務務効効率率化化  

・全教室の状況を画面で確認可能 

・全職員が iPhone とインカムを所持し、連携を強化 

・LINEWORKSを活用した情報共有・教育支援 

介介護護負負担担軽軽減減のの工工夫夫  
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・浴室にファインバブルを導入し、重労働の軽減を図る 

・いやしロボット「LOVOT（ラボット）」を活用し、利用者の安心感向上に寄与 

・若手職員を中心に、腰への負担軽減のためリフト導入を検討中 

 

4. 福利厚生・職場環境 

ココミミュュニニケケーーシショョンン促促進進  

・「おごり自販機」を設置し、職員同士の交流を促進 

・外国人スタッフも含めた職場の一体感づくりに寄与 

 

5. まとめ 

かさかけの里では、外国人人材の育成において、ICT活用・段階的教育・生活支援を組み合わせた

実践的な取り組みが行われている。 

住居が施設のすぐ裏にあることも含め、働きやすい環境整備が進んでおり、今後受け入れるミャン

マー人材にとっても安心して働ける職場づくりが期待される。 
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山山口口県県庁庁厚厚政政課課  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒753-8501山口県山口市滝町 1-1 

訪問日時：2026年 2月 5日（木）11:00～12:15 

訪問者：小川全夫氏（学校法人敬心学園 事業代表）、 

沢田秀樹氏（学校法人敬心学園 事務局）、小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

山口県の介護人材について、奨学金制度等について、ミャンマー人材についての意見交換を行い、

次年度以降の協力について確認した。 

日本語学校にかかる費用のサポートや山口県の貸付制度について具体的な数字を使いながら説

明を受けた。また、介護の専門学校で学んでいるミャンマーの学生の声も紹介された。次年度の協

力体制についても確認を行った。 
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学学校校法法人人国国際際志志学学園園  九九州州医医療療ススポポーーツツ専専門門学学校校  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒802-0077 福岡県北九州市小倉北区馬借 1丁目 1-2 

訪問日時：2026年 2月 5日（木）15:00～16:30 

訪問者：沢田秀樹氏（学校法人敬心学園 事務局）、小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

1. 留学生の受け入れ 

学校が運営する福祉サービスもあり、日本語学科から介護福祉学科、そして就職までの一気通貫

型の受け入れを行っている。 

ネパール出身者が 100％の学年もあったが、今後は多国籍のほうが日本語の上達が早いため方

針としては、希望される方がいれば積極的に受け入れを行っていく予定。 

ミャンマーも一部入学が始まっている。 

2. 日本語強化に関する取り組み 

徹底したコミュニケーションを授業に取り込み、書き読み以上に対人援助においては、必要とされる

ため、最優先に会話が理解できるトレーニングを授業に多く取り入れている。 

3. ICT活用 

介護教育においてはわからないくらいならスマホの活用を許可し、しっかりとした理解を促している。

また、教員は介護のレポートなどもグループ学習としてアプリの活用を行い、みんなで力をあわせて

完成させることをさせるくらい積極的に取り入れている。 

4. 環境 

製鉄所が栄えていた場所にあるため、アパートの活用が求められている。そのため、留学生は安価

で部屋を借りることができる。また、スーパーや病院なども充実している。 

5. まとめ 

北九州が介護のコンソーシアムをつくっており、唯一の教育機関ということもあり、新しい取り組みを

行い、留学生の定着ができる環境も整っている。 

次年度以降、北九州市を中心とした介護の取り組みはより充実される予定となっている。 
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山山口口県県庁庁厚厚政政課課  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒753-8501山口県山口市滝町 1-1 

訪問日時：2026年 2月 5日（木）11:00～12:15 

訪問者：小川全夫氏（学校法人敬心学園 事業代表）、 

沢田秀樹氏（学校法人敬心学園 事務局）、小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

山口県の介護人材について、奨学金制度等について、ミャンマー人材についての意見交換を行い、

次年度以降の協力について確認した。 

日本語学校にかかる費用のサポートや山口県の貸付制度について具体的な数字を使いながら説

明を受けた。また、介護の専門学校で学んでいるミャンマーの学生の声も紹介された。次年度の協

力体制についても確認を行った。 
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学学校校法法人人国国際際志志学学園園  九九州州医医療療ススポポーーツツ専専門門学学校校  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒802-0077 福岡県北九州市小倉北区馬借 1丁目 1-2 

訪問日時：2026年 2月 5日（木）15:00～16:30 

訪問者：沢田秀樹氏（学校法人敬心学園 事務局）、小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

1. 留学生の受け入れ 

学校が運営する福祉サービスもあり、日本語学科から介護福祉学科、そして就職までの一気通貫

型の受け入れを行っている。 

ネパール出身者が 100％の学年もあったが、今後は多国籍のほうが日本語の上達が早いため方

針としては、希望される方がいれば積極的に受け入れを行っていく予定。 

ミャンマーも一部入学が始まっている。 

2. 日本語強化に関する取り組み 

徹底したコミュニケーションを授業に取り込み、書き読み以上に対人援助においては、必要とされる

ため、最優先に会話が理解できるトレーニングを授業に多く取り入れている。 

3. ICT活用 

介護教育においてはわからないくらいならスマホの活用を許可し、しっかりとした理解を促している。

また、教員は介護のレポートなどもグループ学習としてアプリの活用を行い、みんなで力をあわせて

完成させることをさせるくらい積極的に取り入れている。 

4. 環境 

製鉄所が栄えていた場所にあるため、アパートの活用が求められている。そのため、留学生は安価

で部屋を借りることができる。また、スーパーや病院なども充実している。 

5. まとめ 

北九州が介護のコンソーシアムをつくっており、唯一の教育機関ということもあり、新しい取り組みを

行い、留学生の定着ができる環境も整っている。 

次年度以降、北九州市を中心とした介護の取り組みはより充実される予定となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

201

26023105_令和7年度_専修学校の国際化推進事業_成果報告書_令和8年3月_本文.indd   20126023105_令和7年度_専修学校の国際化推進事業_成果報告書_令和8年3月_本文.indd   201 2026/02/21   10:38:472026/02/21   10:38:47



202 
 

株株式式会会社社エエフフ・・エエイイ・・エエスス  福福岡岡国国際際学学院院  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒812-0043福岡県福岡市博多区堅粕 4丁目 4-3 

訪問日時：2月 6日（金）10:00～11:00 

訪問者：沢田秀樹氏（学校法人敬心学園 事務局）、小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

 

1. 留学生の受け入れ 

EPA の支援を行っていたこともあり、介護教育に興味のある留学生の受け入れには力を入れてい

る。近年では、ミャンマーなどを中心とした特定技能を目指す学生も積極的に受け入れを行ってい

る。 

2. 日本語強化に関する取り組み 

読み書きよりも実践をいかに行うかということを意識しており、特にコミュニケーション教育に力をい

れている。また、定員が多いこともありクラス分けを細かく行い、レベルにあった教育を実施している。 

3. ICT活用 

元々が教材を開発している会社が親会社のため、ＩＣＴの活用よりも教材をうまく活用する学習方法

を伝授している。 

4. 環境 

博多から遠くないエリアで、とても静かな環境で恵まれている。福岡空港からのアクセスもとてもよ

い。 

5. まとめ 

介護の日本語などにも力を入れており、日本語学校のなかでは、介護などに進学する人にはとても

向いている日本語学校。ただし、日本語学校のみのため、専門学校や大学へ進学するときの日本

語能力を高めていかないと日本語学校と専門学校の教育と比べると難しい部分もあるかもしれな

い。 
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社社会会福福祉祉法法人人  寿寿泉泉会会  訪訪問問報報告告  

 

住所：〒838-0061 福岡県朝倉市菩提寺 183-53  

訪問日時：2月 6日（金）13:00～14:45  

訪問者：沢田秀樹氏（学校法人敬心学園 事務局）、小林英一氏（コーディネーター）、 

チョウスルイン氏、スーミャノー氏（レダン日本語教室） 

同行者：佐々木太郎氏、ヤミンライン氏（レダン日本語教室） 

1. 外国人人材の受け入れ・育成の取り組み 

大変積極的に行っているが、日本語学校などが近くにないため、特定技能での受け入れを行って

いる。その代わり、特定技能できた方を育成するための担当者を配置し、日本語能力が高めるため

のフォローを実施している。 

また、永住希望も多いため、介護福祉士の試験合格へ向けての取り組みもしっかりとされている。 

2. 業務に関する取り組み 

施設が数種類あるため、本人の日本語の習熟度と介護の理解にあわせて業務を任せている。 

3. 設備・ICT活用 

最新の機器をできるところから導入している。夜間は原則見回りをしないで済むようにモニターで管

理できるようにしている。 

4. 福利厚生・職場環境 

朝倉市での生活に困らないようにサポートがしっかりとされている。また、社員旅行なども積極的に

行っている。先輩が後輩の面倒を見られるような関係性もできている。 

5. まとめ 

マッチング会のときから希望者が多い状況となっていることを実践されている。特定技能を希望する

外国籍のかたであれば、自分が行って安心のできる環境、成長ができる環境などが整っており、先

駆的な取り組みを実践されていた。 
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本事業コーディネーター 小林英一 

本事業事務局 沢田秀樹 

レダン日本語教室 チョウスルイン 

レダン日本語教室 スーミャノー 
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